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午前１０時４８分 開  会 

○委員長（大山利吉） それでは、ただ今から、委員会を開会しますけれども、この前の

視察は大変皆様ご苦労様でございました。 

それでは、ただ今から、教育厚生常任委員会を開会いたします。 

当委員会に付託されました事件につきましては、別紙日程表のとおり審査いたします

ので、よろしくお願いいたします。 

いつものことで恐縮ですが、正確な会議録作成のため、発言はマイクにスイッチを入

れてからお願いいたしたいと思います。 

最初に市民部の所管分から審査いたします。 

審査に入ります前に、谷口市民部長よりあいさつをお願いいたします。 

○市民部長（谷口藤美） 皆様おはようございます。 

日頃から市民部の事務事業の推進につきまして、大変ご支援をいただきましてありが

とうございます。また本日は、本委員会を開催し、ご審議いただきますこと誠にありが

とうございます。 

本委員会で審査をお願いいたします市民部所管の案件は、議案第１３６号「令和４年

度大仙市一般会計補正予算(第７号)」、それから、議案第１３７号「令和４年度大仙市国

民健康保険事業特別会計補正予算（第１号）」及び議案第１３８号「令和４年度大仙市後

期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）」の３件でございます。内容につきましては、

人事院勧告に基づく人件費及び人事異動に伴う人件費の補正予算でございますが、詳し

くは担当課長から説明させていただきますので、よろしくご審議の上、ご承認賜ります

ようにお願いいたします。 

以上でございます。 

○委員長（大山利吉） ありがとうございました。 

  それでは、議案第１３６号「令和４年度大仙市一般会計補正予算（第７号）」を議題と

いたします。 

当局の説明を求めます。今田次長兼保険年金課長。 

○市民部次長兼保険年金課長（今田浩貴） 保険年金課の今田です。どうぞよろしくお願

いいたします。 

  それでは、説明に入らせていただきます。 
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議案第１３６号「令和４年度大仙市一般会計補正予算（第７号）」のうち、保険年金課 

所管の部分についてご説明いたします。 

資料は、資料ナンバー２、〔１２月補正①〕補正予算書の１２ページをお開きください。 

３款、民生費、１項１目９０事業「国民健康保険事業特別会計繰出金」５０万８千円

の補正であります。 

内容といたしましては、給与改定及び定期人事異動等に伴い、国民健康保険事業特別

会計における職員人件費が増となり、国民健康保険事業特別会計に不足が生じるため、

補正するものであります。 

次に、１３ページをお願いいたします。 

４款、衛生費、１項１４目９０事業「後期高齢者医療特別会計繰出金」４９３万７千

円の減額補正であります。 

内容といたしましては、給与改定及び定期人事異動等に伴い、後期高齢者医療特別会

計における職員人件費が減となり、予算を減額するため補正するものであります。減額

の要因といたしましては、当初、職員４名分として人件費を計上しておりましたが、３

名となったことから減額補正するものであります。 

以上、保険年金課所管の一般会計補正予算について、ご説明申し上げましたが、よろ

しくご審議の上、ご承認を賜りますようお願いいたします。 

○委員長（大山利吉） ありがとうございました。 

ただ今の説明に対しまして質疑がございましたらお願いします。 

（ 「なし」と呼ぶ者あり ） 

○委員長（大山利吉） ないようですので、ここで質疑を終結いたします。 

  なお、討論・採決は後ほど、健康福祉部及び教育委員会事務局と一緒に行います。 

  次に、議案第１３７号「令和４年度大仙市国民健康保険事業特別会計補正予算（第１

号）」について、議題といたします。 

再び、説明を求めます。今田次長。 

○市民部次長兼保険年金課長（今田浩貴） それでは、説明させていただきます。 

議案第１３７号「令和４年度大仙市国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号）」に

ついてご説明いたします。 

資料につきましては、同様の補正予算書の２７ページをお開き願います。 
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今回の補正は、給与改定及び定期人事異動に伴う職員人件費の補正であり、歳入歳出

にそれぞれ５０万８千円を追加し、補正後の予算総額を８５億４，５７４万２千円とす

るものであります。 

内容につきましては、事項別明細書によりご説明いたしますので、３２ページをお開

き願います。 

はじめに、歳入でありますが、６款１項１目「一般会計繰入金」５０万８千円の補正

でありまして、歳出の職員人件費の増によるものであります。 

次の３３ページをお願いいたします。 

歳出でありますが、１款、総務費、１項１目９事業「職員人件費」５０万８千円の補

正であります。 

内容といたしましては、給与改定及び定期人事異動等に伴い、職員８名分の給料１０

１万５千円の増額、職員手当等３７万６千円の減額、共済費１３万１千円の減額補正と

するものであります。 

以上、ご説明いたしましたが、よろしくご審議の上、ご承認を賜りますようお願いい

たします。 

○委員長（大山利吉） 説明が終了いたしました。これより質疑をお願いいたします。ご

ざいましたらお願いします。 

（ 「なし」と呼ぶ者あり ） 

○委員長（大山利吉） ないようですので、質疑を終結いたします。 

  なお、討論・採決は後ほど、一般会計補正予算の採決後に行います。 

  次に、議案第１３８号「令和４年度大仙市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）」

について議題といたします。 

説明を求めます。今田次長。 

○市民部次長兼保険年金課長（今田浩貴） それでは、議案第１３８号「令和４年度大仙

市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）」についてご説明いたします。 

資料は引き続き、同様の資料でございます。 

補正予算書の３９ページをお開き願います。 

今回の補正は、給与改定及び定期人事異動等に伴う職員人件費の補正でありまして、

歳入歳出にそれぞれ４９３万７千円の減額をし、補正後の予算総額を１０億７，７７８

万６千円とするものであります。 
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内容につきましては、事項別明細書によりご説明いたしますので、４４ページをお開

き願います。 

はじめに、歳入でありますが、３款１項１目「一般会計繰入金」４９３万７千円の減

額補正でありまして、歳出の人件費の減によるものであります。 

次に、４５ページをお願いいたします。 

歳出でありますが、１款、総務費、１項１目９事業「職員人件費」４９３万７千円の

減額補正であります。 

内容といたしましては、給与改定及び定期人事異動等に伴い、職員３名分の給料２６

６万３千円の減額、職員手当等１２９万５千円の減額、共済費は９７万９千円を減額補

正するものであります。 

以上、ご説明いたしましたが、よろしくご審議の上、ご承認を賜りますようお願いい

たします。 

○委員長（大山利吉） ありがとうございました。 

ただ今の説明に対しまして、ご質疑がございましたら、お願いします。 

（ 「なし」と呼ぶ者あり ） 

○委員長（大山利吉） ないようですので、質疑を終結いたします。 

  なお、討論・採決は後ほど、一般会計補正予算の採決後に行います。 

  ここで、説明員入れ替えのため、暫時休憩いたします。ご苦労様でございました。 

（午前１０時５７分 休憩） 

（午前１０時５８分 再開） 

○委員長（大山利吉） 休憩前に引き続き、会議を開きます。 

  これより、健康福祉部の所管分について審査いたします。 

  審査に入ります前に、佐々木健康福祉部長よりあいさつをお願いいたします。 

○健康福祉部長兼福祉事務所長（佐々木隆幸） 皆様おはようございます。 

  委員の皆様におかれましては、健康福祉部の補正予算審議のお時間をいただきまして、

本当にありがとうございます。また、先日の行政視察、大変お世話になりました。学校

の修学旅行が終わるのは事故なく自宅に帰るまでが修学旅行だと言われておりました。

コロナ担当であります私としましては、今回の行政視察は家に帰ってから発熱しない、

それから喉が痛くならないと、コロナに感染しないことが今回の行政視察の本当の終わ

りだと思っております。また、委員長が帰り際にですね、皆さんよく、家に帰ってから
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よく手洗いしてよくうがいをしてくださいと呼び掛けてくれました。結果としまして、

私も含めですね、皆さん感染しなかったということで、本当に良かったと思います。大

仙市では、小さい子どもから大人までコロナの感染者が現在、増えております。市に設

置しておりますＰＣＲ検査センター、そこでも今月に入ってから、検査を希望する方で

予約がもういっぱいで、ほぼいっぱいで予約が取りづらい状況になっておりますけれど

も、そういう状況であります。年末年始にかけましてですね、コロナと併せインフルエ

ンザ、そういう感染しないよう皆さんで気をつけた生活を送りたいと思います。 

 さて、本日皆様にご審議いただきます案件は、コロナワクチン対策室と子ども支援課

の補正予算になります。 

  この後、所属長がご説明いたしますので、よろしくご承認賜わりますようお願い申し

上げまして、私のあいさつといたします。よろしくお願いします。 

○委員長（大山利吉） ありがとうございました。 

  それでは、議案第１３６号「令和４年度大仙市一般会計補正予算（第７号）」を再び議

題といたします。 

当局の説明を求めます。はじめに、田口次長。 

○健康福祉部次長兼子ども支援課長（田口美和子） 子ども支援課です。本日同席してお

ります職員は、子育て支援班、田中班長です。 

それでは、議案第１３６号「令和４年度大仙市一般会計補正予算（第７号）」のうち、

子ども支援課所管の予算についてご説明申し上げます。 

お手元の資料ナンバー２、補正予算書〔１２月補正①〕５ページをご覧ください。 

「大仙市放課後児童健全育成事業運営業務委託料」につきましては、９億６６９万１

千円を上限額とした債務負担行為の追加をお願いするものです。 

本予算は、１０月１９日の所管事務調査並びに１０月２７日の議員説明会でご説明さ

せていただきましたように、放課後児童クラブの運営を令和５年４月から民間事業者等

に委託しようとするものです。公募型プロポーザル方式により委託先を選定し、契約等

準備を進めるために、本日、定例会初日の予算議決をお願いするものであります。 

債務負担行為の期間は、令和４年度から令和７年度までになります。 

以上、ご説明申し上げましたが、よろしくご審議の上、ご承認賜りますようお願い申

し上げます。 

○委員長（大山利吉） ありがとうございました。 
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説明が終了いたしました。ただ今から質疑をお願いいたします。ございませんか。

（ 「なし」と呼ぶ者あり ） 

○委員長（大山利吉） ないようですので、質疑をここで終結いたします。 

次に、佐藤コロナワクチン対策室長。 

○コロナワクチン対策室長（佐藤直文） はじめに、同席しております説明補助員を紹介

いたします。コロナワクチン対策室の齋藤孝文室長待遇です。同じく小松季晃主幹です。 

それでは、議案第１３６号「令和４年度大仙市一般会計補正予算（第 7 号）」のうち、

コロナワクチン対策室所管分の補正予算につきまして、ご説明申し上げます。 

説明資料は、お手元の資料ナンバー２－１、令和４年度補正予算（案）１２月補正①

事業説明書で説明させていただきます。 

６ページをご覧ください。 

４款１項４目１９事業、事業名「新型コロナウイルスワクチン接種事業費」でござい

ます。補正前の額が３億５，６９５万７千円、補正額が１，７９８万円、補正後の額が

３億７，４９３万７千円でございます。財源内訳は、全額国庫支出金となります。 

項番２番、これまでの実績と成果についてですが、１１月９日現在の接種状況につき

ましては、表にお示ししたとおりとなります。 

このうち、３回目接種を終えた方の合計では、５万９，７８７人、率にして７９．９

パーセントの接種率となっております。 

現在、初回接種を完了した方を対象にオミクロン株に対応した２価ワクチンを用いた

接種を進めており、人口比で２３．１パーセントの方が接種を終えております。 

続きまして、項番３、問題と課題につきましては、これまでの経験により、新型コロ

ナウイルス感染症は、毎年、年末年始に流行していることから、感染拡大防止のため、

早めにワクチン接種を受けることができる体制づくりを整える必要があります。また、

オミクロン株が主流となっており、新型コロナウイルスに感染しても重症化することは

まれであるという認識が広まっており、高齢者に比較して若年層のワクチン接種率が低

下している現状にあります。 

項番４の今後の方向性と事業概要につきましては、９月以降のワクチン接種に係る変

更事項として、特例臨時接種の実施期間が９月３０日までとしていたものが令和４年度

末までに延長となっております。 
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予防接種の対象者が５歳以上から新たに生後６カ月以上の者となり、これで全年齢が

接種対象となったことになります。 

新たに接種対象となった生後６カ月から４歳児までの児童、対象が１，８８２人につ

きましては、１１月１９日から大仙市健康福祉会館を会場に接種を開始しております。 

１０月２１日より、追加接種の間隔が最終の接種から５カ月以上とされていたものが、

３カ月以上となり、２カ月接種間隔が短縮となっております。 

先の９月議会では、年内に１８歳から６０歳までの方にオミクロン株対応ワクチンを

接種できる体制の予算を補正しておりましたが、対象者の拡大や接種間隔の短縮、さら

には、新型コロナウイルス感染症が毎年、年末年始に流行していることを踏まえ、初回

接種を完了した全ての対象者ができる限り年内にオミクロン株対応ワクチンを接種でき

る体制を整えるために関連する必要な予算を補正するものであります。 

補正予算の内訳につきましては、オミクロン株対応ワクチンの接種に要する経費の補

正額が８７１万円、接種体制確保に要する経費の補正額が９２７万円、合計で１，７９

８万円の補正額となります。 

今後の方向性につきましては、１２月末までに接種希望者全てが接種できる体制整備

を進めており、現在の集団接種会場での接種体制は年内で終了いたします。中には体調

不良など、年内に接種できない方もいらっしゃると思いますので、１月以降は大曲仙北

医師会の協力のもと、個別医療機関での接種で対応するほか、希望者が多数いる場合に

ついては、２月に予定されている５歳未満児の接種に合わせて接種日を設けるなど希望

する方が取りこぼしなく接種できる体制を確保してまいります。 

以上、ご説明申し上げましたが、よろしくご審議の上、ご承認賜りますようよろしく

お願いいたします。 

○委員長（大山利吉） ありがとうございました。 

説明が終了いたしました。これより質疑のある方、お願いいたします。挽野委員。 

○委員（挽野利恵） 連日どうもありがとうございます。 

  ２価ワクチンをまだ接種していない、４回接種済みの６０歳以上っていうんですか、  

今どのくらいいらっしゃいますか。 

○委員長（大山利吉） 佐藤室長。 

○コロナワクチン対策室長（佐藤直文） ２価ワクチン接種を終えている高齢者が、６０

歳以上の方に関しては、１１月２２日現在の数値で、１万４５４人おります。こちらは、



 

- 10 - 

 

率にしますと、対象者の３０．９パーセント、３割ほどの方が終えられてまして、残り

の２万３千人ぐらいがまだ接種してないことになります。 

○委員長（大山利吉） 挽野委員。 

○委員（挽野利恵） ５回目の予定もあるということなんですけれども、２価を打ってな

い残りの２万３千人の方への通知というのは、今後どのような予定をされてるんでしょ

うか。 

○委員長（大山利吉） 室長。 

○コロナワクチン対策室長（佐藤直文） この後の接種券の発送の状況なんですけれども、

５回目接種の残りの方がこの後、来週の月曜日に３，１３３、その次の１２月５日に３，

５０７、１２月の１２日に４，４８３で、残りが５０人ということで、１万ちょっとく

らいですね、５回目の接種の方。この後、送付予定です。 

○委員長（大山利吉） 挽野委員。 

○委員（挽野利恵） ありがとうございます。滞りなくよろしくお願いいたします。 

○委員長（大山利吉） 金谷委員。 

○委員（金谷道男） 今、まだやってない人、１８歳から６０歳の方々には、オミクロン

株対応のワクチンやることなってるようですけど、まだ、１回もやってない人も受ける

時に、そのオミクロン株対応のものを打つのではない。やっぱり１回目、２回目、３回

目、４回目って全部薬の種類が違うってごど。 

○委員長（大山利吉） 室長。 

○コロナワクチン対策室長（佐藤直文） １回目、２回目の、いわゆる初回接種に関して

は、従来型の武漢から始まっている、そちらのワクチンで、従来型と言いまして、別の

ものを使用しています。３回目以降は、オミクロン株対応という形で、従来株を２回打

ってその後に１回オミクロン株を追加で接種するというようなワクチンが２種類になっ

ております。 

○委員長（大山利吉） 金谷委員。 

○委員（金谷道男） それから、年内でその集団接種は終わるという話だけれども、例え

ば、やりたい人は指定する医療機関というか、そういうのでやるという話だけれども、

その医療機関ってやるどごどやらねどごどあるど思うども、どっかでそれは広報される

ことだすな。 

○委員長（大山利吉） 佐藤室長。 
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○コロナワクチン対策室長（佐藤直文） これまでも９月の時の広報にもお載せしてたん

ですけども、この後、１月の広報にはそちらを載せる予定でおります。今現在、九つの

医療機関で稼働してまして、当初１４の医療機関から始まったんですけれども、ちょっ

とインフルエンザの予防接種と重なるということで、今、再調査かけておりまして、今

月中には、体制の方、把握いたしまして、１月の広報で改めてこういった医療機関で行

えるということで周知する予定でおります。 

○委員長（大山利吉） 金谷委員よろしいですか。 

○委員（金谷道男） はい。 

○委員長（大山利吉） ほかにございませんか。 

（ 「なし」と呼ぶ者あり ）  

○委員長（大山利吉） ないようですので、質疑を終結いたします。 

なお、討論・採決は後ほど、市民部及び教育委員会事務局と一緒に行います。 

  ここで、説明員入れ替えのため、暫時休憩します。ご苦労様でございました。 

（午前１１時１３分 休憩） 

（午前１１時１５分 再開） 

○委員長（大山利吉） 休憩前に引き続き、会議を開きます。 

これより教育委員会事務局の所管分について審査いたします。 

審査に入ります前に、伊藤教育長よりごあいさつをお願いします。 

○教育長（伊藤雅己） 朝夕の冷え込みが本当に厳しさを増し、初雪の便りが聞かれる季

節を迎えました。落ち着いた感がありました新型コロナウイルス感染症ですが、今月の

半ば以降、教職員、児童・生徒の陽性者が増加傾向にありまして、先週はじめより、複

数の学校で学級閉鎖等の措置をしております。各学校には市内の感染状況を伝えて、改

めて感染予防の徹底をお願いしております。 

一方、中学校の全県新人大会ですとか、それからマーチングバンドの東北大会が予定

どおり行われております。また、各公民館の事業、そして大仙市音楽祭等秋のイベント

も、コロナ禍以前に近い形で行うことができてホッとしているところであります。 

教育委員会といたしましては、引き続き教育活動や事業を通して感染が拡大しないよ

う緊張感をもって対応してまいります。皆様のご理解とご支援をよろしくお願いいたし

ます。 
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本日の教育委員会関係の案件ですが、一般会計補正予算及び学校給食事業特別会計補

正予算の２件であります。よろしくご審査の上、ご承認賜わりますようよろしくお願い

いたします。 

以上です。 

○委員長（大山利吉） ありがとうございました。 

それでは審査に入ります。議案第１３６号「令和４年度大仙市一般会計補正予算（第

７号）」を再び議題といたします。 

当局の説明を求めます。佐藤次長兼学校給食総合センター所長。 

○教育委員会事務局次長兼学校給食総合センター所長（佐藤正道） はじめに、説明補助

員のご紹介をいたします。参事の藤井禎則です。 

それでは、学校給食総合センター所管分についてご説明申し上げます。 

資料ナンバー２、令和４年度大仙市補正予算〔１２月補正①〕の１９ページをお開き

願います。 

１０款１項４目９０事業「学校給食事業特別会計繰出金」２５８万５千円を減額補正

するものであります。 

内訳につきましては、この後の議案第１３９号「令和４年度大仙市学校給食事業特別

会計補正予算（第２号）」でご説明申し上げますので、よろしくご審議の上、ご承認を賜

りますようお願い申し上げます。 

○委員長（大山利吉） 説明が終了しました。質疑のある方、お願いします。 

（ 「なし」と呼ぶ者あり ） 

○委員長（大山利吉） ないようですので、ここで質疑を終結いたします。 

  なお、討論・採決は後ほど、市民部及び健康福祉部と一緒に行います。 

  次に、議案第１３９号「令和４年度大仙市学校給食事業特別会計補正予算（第２号）」

について、議題といたします。 

当局の説明を求めます。佐藤次長。 

○教育委員会事務局次長兼学校給食総合センター所長（佐藤正道） はじめに、議案第１

３９号「令和４年度大仙市学校給食事業特別会計補正予算（第２号）」についてご説明い

たします。 

資料ナンバー２、令和４年度大仙市補正予算〔１２月補正①〕４９ページをお開き願

います。 
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令和４年度、大仙市の学校給食事業特別会計補正予算（第２号）は、次に定めるとこ

ろによる。 

「歳入歳出予算の補正」第１条、歳入歳出予算の総額に、歳入歳出それぞれ２５８万

５千円を減額し、歳入歳出予算の総額を、歳入歳出それぞれ１３億３，４３１万４千円

とするものであります。 

続きまして、５５ページをお開き願います。 

「３．歳出」の給食事業費、９事業「職員人件費」の補正額２５８万５千円の減額の

内訳につきましては、人事院勧告による人件費の補正、４２万６千円の増と定期人事異

動により職員が１名減となったことによる３０１万１千円の減であります。 

以上、ご説明いたしましたが、よろしくご審議の上、ご承認を賜りますようお願い申

し上げます。 

○委員長（大山利吉） 説明が終了いたしました。質疑のある方、お願いいたします。ご

ざいませんか。 

（ 「なし」と呼ぶ者あり ） 

○委員長（大山利吉） ないようですので、ここで質疑を終結いたします。 

  なお、討論・採決は後ほど、一般会計補正予算の採決後に行います。 

ここで、説明員入れ替えのため、暫時休憩します。ご苦労様でございました。 

（午前１１時２０分 休憩） 

（午前１１時２１分 再開） 

○委員長（大山利吉） それでは、休憩前に引き続き会議を開きます。 

議案第１３６号を再び議題といたします。これより討論を行います。討論ございませ

んか。 

（ 「なし」と呼ぶ者あり ） 

○委員長（大山利吉） 討論なしと認めます。これより採決いたします。 

本件は、原案のとおり可決することにご異議ございませんか。 

（ 「異議なし」と呼ぶ者あり ） 

○委員長（大山利吉） ご異議なしと認め、本件は原案のとおり可決すべきものと決しま

した。 

次に、議案第１３７号を再び議題といたします。これより討論を行います。討論はご

ざいませんか。 
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（ 「なし」と呼ぶ者あり ） 

○委員長（大山利吉） 討論なしと認めます。これより採決いたします。 

本件は、原案のとおり可決することにご異議ございませんか。 

（ 「異議なし」と呼ぶ者あり ） 

○委員長（大山利吉） ご異議なしと認め、本件は原案のとおり可決すべきものと決しま

した。 

次に、議案第１３８号を再び議題といたします。これより討論を行います。討論はご

ざいませんか。 

（ 「なし」と呼ぶ者あり ） 

○委員長（大山利吉） 討論なしと認めます。これより採決いたします。 

本件は、原案のとおり可決することにご異議ございませんか。 

（ 「異議なし」と呼ぶ者あり ） 

○委員長（大山利吉） ご異議なしと認め、本件は原案のとおり可決すべきものと決しま

した。 

次に、議案第１３９号を再び議題といたします。これより討論を行います。討論はご

ざいませんか。 

（ 「なし」と呼ぶ者あり ） 

○委員長（大山利吉） 討論なしと認めます。これより採決いたします。 

本件は、原案のとおり可決することにご異議ございませんか。 

（ 「異議なし」と呼ぶ者あり ） 

○委員長（大山利吉） ご異議なしと認め、本件は原案のとおり可決すべきものと決しま

した。 

  以上で、当委員会に審査付託となりました事件の審査は、全て終了いたしました。 

なお、本委員会の「審査報告書」及び「委員長報告」の案文につきましては、委員長

にご一任願いたいと思いますが、ご異議ございませんか。 

（ 「異議なし」と呼ぶ者あり ） 

○委員長（大山利吉） ご異議なしと認め、そのように決定いたしました。 

これをもちまして、教育厚生常任委員会を閉会いたします。大変ご苦労様でございま

した。 

午前１１時２４分 閉  会 
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委員会条例第２９条第１項の規定により、ここに署名する。 
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